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「佐竹野口村青木角助」

東日本に広く伝わる風
ふ

流
りゅう

の獅子舞（茨城県内で

は「ささら」と呼ばれることが多い）では、秘伝の

巻物を有している場合があります。栃木県北部から

福島県会津地方の獅子舞には、同種の巻物が多く伝

えられており、会津若松市高野町木流に伝わる巻物

には「佐竹野口村青木角助」という名前が確認でき

ます。「佐竹野口村」は、現在の御前山野口地区で、

この記述に従えば野口村の青木角助という人物が獅

子舞の祖ということになります。

秘伝の巻物の不思議

巻物には難解な由来や歌が書かれています。

例えば、「六字の歌」は六首で構成され、第一首

目に「〽まきあとを　なけく計りの　なみたこそ　

なかれの末の　なかきたきつせ」と書かれています。

これだけ見るとなぜ「六字の歌」とされるのか、よ

くわからないですが、六首の句頭だけをみていくと

「南無阿弥陀仏」になっていることに気が付きます。

「歌」ですが、見ることが前提で作られていること

がわかります。しかし、巻物の多くは「開いたら目

が潰れる」と言われ、めったに開封してはいけない

とされています。見ないと仕掛けがわからないのに、

見てはいけない。巻物を書き伝えた人物は神仏に詳

しいユニークな人物であったかもしれません。
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常陸大宮市と獅子舞

最古の獅子頭⁉

伊藤　純 氏

▲下町の屋台蔵から発見された古獅子頭

▲六字の歌（『鹿沼市史　資料編　近世１』より） 茨城県有形民俗文化財に指定されている「ささら

獅子頭　三点」（常陸大宮市歴史民俗資料館寄託）は、

3 点のうち 2 点に永正14年（151７）の墨書銘があり

ます。現在、風流の獅子舞の最古の獅子頭とされて

います。頭にかぶるには少し小さく、横木を握り、

火伏せや疫病除けとして持ち歩いたものと思われま

す。

現在、常陸大宮市には獅子舞の伝承はありません

が、このように獅子舞の歴史を解き明かす重要な地

域だと注目されています。なぜ佐竹野口村が発祥地

とされ、古い獅子頭が残るのか、その歴史・文化の

背景についても考えていきたいです。
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